
立
正
大
学
長
・
立
正
大
学
校
友
会
長
　
山
崎
和
海

立
正
大
学
は
、
今
年

開
校
１
４
２
年
目
を
迎

え
た
古
い
歴
史
と
伝
統

を
有
し
、
校
友
は
13
万

人
を
超
え
る
総
合
大
学

﹇
１
﹈ 

開
催
趣
旨

◆
卒
業
生
一
同
が
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
集

え
る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
世
代

を
ま
た
ぐ
形
の
懇
親
・
懇
談
を
可
能

と
す
る
。

◆「
校
友
の
集
い
」を
学
生
の
集
う
機
会
で

あ
る
大
学
祭
（「
橘
花
祭
」）
期
間
中
に

開
催
し
、
卒
業
生
と
学
生
と
の
交
流
並

び
に
帰
属
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
模

索
す
る
。

◆
同
窓
会
事
務
局
長
会
議
を
当
日
開
催

し
、
全
国
か
ら
の
同
窓
生
の
参
加
を
促

し
、校
友
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

◆
学
生
、
卒
業
生
が
一
緒
に
取
り
組
め
る

企
画
を
模
索
し
、「
橘
花
祭
」を
盛
り
立

て
る
。

◆
立
正
大
学
と
同
窓
会
の
協
力
の
も
と
、

「
校
友
の
集
い
」
に
地
域
企
業
の
参
加

を
促
し
、
現
役
学
生
と
の
接
点
を
模
索

す
る
。

﹇
２
﹈ 

開
催
日
に
つ
い
て

◆
11
月
２
日
（
日
）
に
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

「
橘
花
祭
」と
同
時
開
催

﹇
３
﹈ 

開
催
内
容
に
つ
い
て

◆
卒
業
後
10
・
20
・
30
・
40
・
50
年
の

卒
業
生
を
招
待
し
、記
念
品
の
贈
呈

◆
名
誉
教
授
に
よ
る
記
念
講
演
会

◆
久
保
田
雅
人
氏〔
本
学
卒
業
生
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ『
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
』（
子
供
向

け
工
作
番
組
）
出
演
〕
に
よ
る
ワ
ク
ワ

ク
さ
ん
シ
ョ
ー

◆
卒
業
生
の
落
語
家
に
よ
る
「
立
笑
（
正
）

点
」

◆「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
in
橘
花
祭
」懇

親
会

◆
懇
親
会
場
で
の
課
外
活
動
団
体
等
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

◆
立
正
大
学
の
歴
史
パ
ネ
ル
の
展
示

◆
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

◆
立
正
大
学
説
明
会

◆
古
書
資
料
館
見
学
ツ
ア
ー

◆「
立
正
マ
ル
シ
ェ
」と
し
て
同
窓
会
、
大

崎
・
五
反
田
商
店
街
及
び
周
辺
企
業

参
加
に
よ
る
物
販
・
展
示
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ら
び
に
東
北
復
興
支
援
の
た

め
の
地
元
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
の
設
置

◆
立
正
大
学
出
身
の
在
職
教
員
の
方
々

　
と
、
教
員
職
を
希
望
す
る
現
役
学
生
・

卒
業
生
と
の
懇
談
会

◆
同
窓
会
事
務
局
長
会
議

◆
橘
会
（
旧 

橘
父
兄
会
）
創
立
50
周
年

記
念
講
演
会（
外
部
依
頼
）

﹇
４
﹈ 

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

11
月
２
日（
日
）

　
午
前 

◆ 

同
窓
会
事
務
局
長
会
議

　
　
　 

◆ 

名
誉
教
授
講
演
会

　
　
　 

◆ 

在
職
教
員
懇
談
会

　
午
後 

◆ 

ワ
ク
ワ
ク
さ
ん
シ
ョ
ー

　
　
　 

◆ 「
校
友
の
集
い
」記
念
懇
親
会

　
　
　 

◆ 「
立
笑（
正
）点
」

　
　
　 

◆ 

立
正
大
学
公
開
講
座

　
終
日 

◆ 

立
正
マ
ル
シ
ェ

　
　
　 

◆ 

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

　
　
　 

◆ 

立
正
大
学
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
　
　 

◆ 

古
書
資
料
館
見
学
ツ
ア
ー

﹇
５
﹈ 

参
加
人
数

◆
同
窓
会
事
務
局
長
：
約
１
０
０
名

◆
名
誉
教
授
・
そ
の
他
の
卒
業
生
・
近
隣

住
民
：
未
確
定

◆ 

平
成
26
年
度
「
立
正
大
学
」
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
　

in
　

橘
花
祭
開
催
　

に
つ
い
て

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
発
展
の
道
程
は
平
坦

な
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
の
１
９
５
２
年
に
、
日
本
の
ケ
イ
ン

ズ
と
称
さ
れ
た
石
橋
湛
山
先
生
を
お
招
き

し
、
仏
教
学
部
・
文
学
部
の
「
人
文
科
学
系
」

に
留
ま
ら
な
い
、
経
済
・
経
営
・
法
学
と
い

う
「
社
会
科
学
系
」
の
学
問
分
野
へ
と
裾
野

を
拡
げ
る
基
盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
仏
教
系
大
学
と
し
て
い
ち
早
く
文
系
総

合
大
学
へ
の
道
の
り
を
辿
り
、
現
在
は
社
会

福
祉
学
部
、
地
球
環
境
科
学
部
、
そ
し
て
心

理
学
部
を
加
え
、
８
学
部
15
学
科
・
７
研

究
科
で
構
成
さ
れ
た
学
生
数
が
１
万
人
を
超

え
る
「
人
間
・
社
会
・
地
球
に
関
す
る
総
合

大
学
」
へ
と
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
は
人
間
に
視
点
を
置
き
、「
個
々
人
」、

「
人
と
人
と
の
関
係
」、我
々
の
い
る
「
場
（
社

会
）」、
そ
れ
も
日
本
に
こ
だ
わ
ら
な
い
重
層

化
し
た
、
同
時
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ

た
社
会
や
組
織
、
国
々
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ

ル
な
世
界
観
か
ら
物
事
を
捉
え
て
い
く
と

い
っ
た
学
問
体
系
の
中
に
あ
り
ま
す
。

社
会
環
境
の
厳
し
い
な
か
、
昨
年
３
月
に

立
正
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
を
馬
込

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
、今
年
の
４
月
よ
り
、

法
学
部
の
履
修
地
を
年
次
毎
に
品
川
キ
ャ
ン

パ
ス
（
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
改
称
）
に
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
移
転
・
変
更
の
た

め
、品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整
備（
学
生
サ
ー

ビ
ス
部
局
の
移
転
、
古
書
資
料
館
、
中
庭
、

３
０
０
席
以
上
あ
る
第
２
食
堂
等
々
）
を
順

次
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
昨
年
度
に
続
き
、
再
整
備
中
の

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
同
窓
生
同
士

の
交
流
や
母
校
関
係
者
皆
様
同
士
と
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
在
学
生

で
賑
わ
う
橘
花
祭
の
期
間（
11
月
２
日
）に
、

校
友
会
主
催
の
「
立
正
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。大

学
４
年
間
を
淡
々
と
過
ご
さ
れ
た
方
々

の
一
方
で
、
在
学
中
、
必
死
で
勉
強
し
た

り
、
レ
ポ
ー
ト
に
四
苦
八
苦
し
た
り
、
ま
た

課
外
活
動
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
様
々
な
形
で

青
春
を
謳
歌
さ
れ
た
同
窓
生
の
方
々
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
母
校
の
思
い
出
は
人
そ

れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
は
全
て
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
母
校

と
を
繋
ぐ
一
日
で
す
。

現
在
、
鋭
意
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
中
で
す

が
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
当
日
は
後
輩
の
在

校
生
が
温
か
く
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
催
し
を
は
じ
め
、
校
友
会
・

同
窓
会
等
の
各
種
催
し
と
と
も
に
、
大
学
関

係
者
に
よ
る
大
学
の
方
針
説
明
や
学
部
の
現

況
報
告
等
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
一
日
を
過
ご
し
、
久
し
ぶ
り

に
学
生
気
分
を
味
わ
い
な
が
ら
、
オ
ー
ル
立

正
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
楽
し
み
、

明
日
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

校
友
の
皆
さ
ん
の
傍
ら
に
は
立
正
大
学
と

の
縁
や
絆
が
、
そ
し
て
母
校
の
歩
み
と
思
い

に
裏
付
け
ら
れ
た
「
立
正
精
神
が
結
ぶ
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
校
友
会
と

し
ま
し
て
も
、
こ
の
縁
と
絆
を
大
切
に
育
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
母
校
の
品
川
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
も
兼
ね
、
ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、
ま
た
お
一
人
で
も
お
気
軽
に
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
大
勢
の
方
々
の
ご
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

講師の話に真剣に聴き入る記念講演参加者の皆さん

同窓会による地方物産展ではバラエティに富んだ品物が並ぶ

ホームカミングデーのメイン会場となる品川キャンパス学生広場
※写真は平成25年度のものです。

６月28日（土）に熊谷キャンパス　ゲートプラザ1101教室にて『平成26年度
立正大学同窓会定期総会』が開催されました。当日は、校友会主催による
記念講演会を開催し、高野誠鮮氏（立正大学客員教授・羽咋市教育委員会
文化財室室長・歴史民俗資料館館長、日蓮宗・本證山妙法寺第41世住職）
による『ローマ法王に米を食べさせた男～過疎の村から世界のマーケット
へ～』と題して講演をしていただきました。また、在校生と卒業生等の
交流を図る場として学生食堂ステラで懇親会を開催いたしました。
記念講演会の詳細は次号（10 月1日発行）でお伝えいたします。

　　　　大学同窓会定期総会　
校友会主催記念講演会を開催
平成２６年度

平
成
26
年
度
校
友
の
集
い

立
正
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
向
け
て
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テ
ク
ニ
ッ
ク
が
必
要
な
の
で
す
。
私
の
判
定

は
ま
さ
に
落
球
と
同
時
だ
っ
た
の
で
、
監
督
・

コ
ー
チ
が
ベ
ン
チ
か
ら
飛
び
出
し
て
囲
ま
れ

ま
し
た
。

こ
ん
な
体
験
は
初
め
て
で
と
て
も
怖
か
っ

た
。そ

の
時
、
不
利
に
な
っ
た
監
督
か
ら
罵
詈

蔵
音
を
あ
び
せ
ら
れ
ま
し
た
。

気
が
つ
く
と
先
輩
審
判
が
集
ま
っ
て
く

れ
、
監
督
・
コ
ー
チ
の
抗
議
を
受
け
付
け
て
、

私
は
蚊
帳
の
外
で
し
た
。
プ
ロ
野
球
は
ヤ
ク

ザ
の
世
界
か
？
と
も
思
い
ま
し
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
が
初
審
判
の
プ
ロ

か
ら
の
洗
礼
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
？

念
願
か
な
っ
た
プ
ロ
野
球
審
判
、
２
軍
生

活
を
脱
却
し
た
く
、
ど
う
し
て
も
１
軍
の
試

合
を
担
当
し
た
い
と
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
機
会
は
意
外
と
早
く
来
て
（
準
レ
ギ
ュ

ラ
ー
）
１
９
８
５
年
４
月
神
宮
球
場
で
の
ヤ

ク
ル
ト
対
広
島
戦
右
翼
外
野
審
判
と
し
て
１

軍
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。（
現
在
は
４
人
制

審
判
で
外
野
審
判
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン

は
あ
り
ま
せ
ん
）
カ
ク
テ
ル
光
線
の
も
と
ナ

イ
ト
ゲ
ー
ム
も
始
め
て
で
両
足
の
震
え
を
抑

え
る
の
に
精
一
杯
だ
っ
た
の
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

右
翼
外
野
審
判
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
ラ
イ
ト

ポ
ー
ル
際
ま
で
の
外
野
す
べ
て
の
判
定
を
委

ね
ら
れ
ま
す
。
デ
ビ
ュ
ー
戦
で
ど
う
か
何
事

も
な
く
終
了
し
て
く
れ
と
天
に
願
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
な
ん
と
ラ
イ
ト
ポ
ー
ル
上
空
を

ま
く
打
球
が
飛
ん
で
き
た
の
で
す
。
ヤ
ク
ル

ト
４
番
打
者
杉
浦
選
手
の
打
球
だ
っ
た
の
で

す
。
心
臓
は
高
鳴
り
続
け
、
ポ
ー
ル
上
空
の

打
球
を
し
っ
か
り
と
見
ま
し
た
。
な
ん
と

真
っ
黒
な
空
に
真
っ
白
な
ボ
ー
ル
が
ス
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
動
き
、
ま
い
て
い
く

の
が
見
え
右
手
を
大
き
く
グ
ル
グ
ル
と
回
し

て
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
。
こ
れ
が

私
の
１
軍
初
の
ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
で
し
た
。

そ
の
後
は
２
軍
で
球
審
を
務
め
、
１
軍
で

は
外
審
、
塁
審
と
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
１
軍
の
球
審
が
割
り
当
て
ら
れ

た
の
は
、
１
９
９
０
年
４
月
の
ヤ
ク
ル
ト
対

中
日
戦
で
し
た
。
初
年
契
約
か
ら
８
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
９
月
28
日
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
横
浜
対
広
島
最
終
戦
３
塁
審
判
が
私
の
プ

ロ
野
球
審
判
と
し
て
の
最
後
の
ゲ
ー
ム
で
し

た
。こ

の
年
持
病
の
腰
痛
が
悪
化
し
、
１
軍
に

は
、
定
着
せ
ず
２
軍
が
多
く
、
リ
ー
グ
か
ら

こ
の
試
合
の
担
当
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
時
、

自
分
で
も
最
後
と
感
じ
ま
し
た
。
試
合
が

終
了
し
審
判
室
へ
戻
っ
た
瞬
間
「
終
わ
っ
た

な
・
・
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
同
僚
が
帰
り
、

最
後
に
審
判
室
を
出
る
時
ロ
ッ
カ
ー
の
名
札

を
抜
き
取
り
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
ま
し
た
。
も
う

二
度
と
こ
の
部
屋
に
は
戻
れ
な
い
と
・
・
。

や
は
り
腰
痛
悪
化
で
正
確
な
判
定
が
困
難

と
判
断
さ
れ
、
こ
の
年
で
解
雇
。
在
籍
16
年

間
、
今
思
え
ば
「
あ
っ
と
」
い
う
間
の
出
来

事
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
幼
少
か
ら
始
め
た
野

球
、
リ
ト
ル
リ
ー
グ
、
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
、
高

校
と
硬
式
野
球
を
９
年
間
プ
レ
ー
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
大
学
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
。
母

校
の
監
督
に
立
正
大
学
入
学
報
告
し
、
野
球

を
続
け
る
意
志
が
な
い
旨
を
伝
え
る
と
「
篠

宮
！
東
京
高
野
連
の
審
判
が
た
り
な
い
か
ら

や
れ
！
」
こ
の
一
言
で
審
判
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
翌
週
、
母
校
の
練
習

試
合
か
ら
先
輩
の
指
導
を
受
け
ジ
ャ
ッ
ジ
し

て
み
る
と
、
別
の
角
度
か
ら
野
球
を
体
験
で

き
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

立
正
大
学
の
４
年
間
は
学
業
と
審
判
に
明
け

暮
れ
る
日
々
で
私
の
人
生
の
中
で
一
番
充
実

し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
入
学
時
に
私
は
目
標
が
あ
り
、
教
員

免
許
を
習
得
し
高
校
で
野
球
の
指
導
者
に
な

る
事
。
し
か
し
、
３
年
次
首
都
大
学
野
球
連

盟
か
ら
公
認
審
判
と
し
て
採
用
さ
れ
、
ま
た

社
会
人
野
球
ま
で
審
判
す
る
こ
と
で
目
標

は
野
球
の
頂
点
、
プ
ロ
野
球
審
判
へ
変
更
で

す
。
運
良
く
、
４
年
次
の
12
月
に
セ
ン
ト
ラ

ル
・
リ
ー
グ
が
一
般
公
募
す
る
と
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
に
記
載
。
即
受
験
し
ま
し
た
が
、
２
／

３
５
０
で
不
合
格
。
こ
こ
で
プ
ロ
野
球
審
判

を
諦
め
ア
マ
チ
ュ
ア
で
甲
子
園
大
会
出
場
を

目
指
し
趣
味
と
し
て
審
判
を
続
け
る
事
に
決

め
ま
し
た
。

教
員
試
験
は
不
合
格
で
し
た
が
、
国
家
公

務
員
と
し
て
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
２
ヶ
月

後
、
な
ん
と
！
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
か
ら

連
絡
が
あ
り
繰
り
下
げ
採
用
。
天
に
も
昇
る

気
持
ち
で
、
１
９
８
２
年
７
月
プ
ロ
野
球
セ

ン
ト
ラ
ル
・
リ
ー
グ
審
判
員
の
契
約
を
結
び

ま
し
た
。（
個
人
事
業
主
）

プ
ロ
審
判
員
も
選
手
と
同
様
の
１
年
契

約
。年

俸
を
12
月
で
割
り
毎
月
給
与
は
振
り

込
ま
れ
ま
す
。
契
約
更
新
で
は
選
手
並
み
の

ア
ッ
プ
は
な
く
、
新
人
審
判
は
か
な
り
生
活

が
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。（
現
在
は
か
な

り
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
）

プ
ロ
審
判
に
採
用
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
、
１

軍
の
試
合
を
担
当
し
ま
せ
ん
。
最
初
は
２
軍

戦
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
当
時
は
２
軍
で

約
10
年
経
験
し
１
軍
へ
抜
擢
さ
れ
る
の
が
普

通
で
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
入
っ
た
私
が
ビ
ッ
ク
リ

し
た
の
は
、
や
は
り
２
軍
と
い
え
ど
も
「
ス

ピ
ー
ド
」
と
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
で
し
た
。

ア
マ
に
比
べ
る
と
プ
ロ
は
投
球
、
送
球
、

打
球
、
走
塁
の
早
さ
が
数
段
上
で
す
。
ま
た
、

今
ま
で
野
次
な
ど
な
か
っ
た
環
境
で
審
判
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
プ
ロ
は
高
卒
の
新
人
ま

で
が
強
烈
な
野
次
を
飛
ば
し
ま
す
。
監
督
の

抗
議
も
罵
詈
雑
言
が
多
く
、
そ
ん
な
環
境
が

当
時
の
プ
ロ
野
球
界
の
常
識
で
し
た
。

ア
マ
経
験
あ
る
私
は
１
ヶ
月
の
研
修
後
す

ぐ
に
２
軍
戦
へ
出
場
。
初
め
て
の
試
合
で
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
は
無

き
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
２
軍
の
公
式
戦
、
読
売
対
大
洋
（
現
横

浜
Ｄ
ｅ
ｎ
ａ
）
２
塁
審
判
を
担
当
し
た
時
の

事
で
す
。
走
者
１
塁
、
１
ア
ウ
ト
、
打
者
は

シ
ョ
ー
ト
ゴ
ロ
を
打
ち
、
６
ー
４
ー
３
と
ダ

ブ
ル
プ
レ
ー
が
成
立
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
２

塁
ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に
入
っ
た
２
塁
手
が
送
球

を
捕
る
と
同
時
に
落
球
。
私
は
、
そ
れ
よ
り

も
２
塁
手
が
２
塁
ベ
ー
ス
に
触
っ
て
な
い
と

判
断
し
「
セ
ー
フ
」
の
ジ
ャ
ッ
ジ
。
プ
ロ
は

１
塁
走
者
が
２
塁
に
入
っ
た
野
手
め
が
け
て

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
て
き
ま
す
。
よ
っ
て
野

手
も
そ
れ
を
避
け
な
が
ら
送
球
す
る
高
度
な

こ
の
試
合
は
１
軍
初
球
審
で
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
お
り
ま
す
。
ヤ
ク
ル
ト
内
藤
投
手
、

中
日
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
投
手
の
投
げ
合
い
で
ス

ム
ー
ズ
に
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時

の
中
日
４
番
が
落
合
選
手
（
現
中
日
Ｇ
Ｍ
）

で
、
初
打
席
に
な
ん
と
内
藤
投
手
の
ア
ウ
ト

サ
イ
ド
に
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
か
ら
ボ
ー
ル

ゾ
ー
ン
に
落
ち
る
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
左
中
間
へ

２
塁
打
し
た
の
で
す
。
普
通
の
打
者
な
ら
ラ

イ
ト
側
へ
フ
ァ
ウ
ル
す
る
打
球
で
す
が
、
さ

す
が
長
距
離
ヒ
ッ
タ
ー
の
落
合
選
手
。
右
手

首
の
返
し
が
強
烈
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
最
終
打
席
で
は
、
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

低
め
を
見
逃
し
、
私
は
第
三
ス
ト
ラ
イ
ク
を

宣
告
し
た
と
き
、「
篠
、
低
い
ぞ
」
と
言
い

抗
議
せ
ず
ベ
ン
チ
へ
。
自
分
で
は
自
信
あ
る

判
定
で
し
た
が
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
言
で

し
た
。

初
球
審
を
終
え
る
と
、
何
と
も
言
え
ぬ
開

放
感
に
包
ま
れ
、
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
完

走
し
た
気
持
ち
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。帰

宅
す
る
と
興
奮
お
さ
ま
ら
ず
つ
い
つ
い

飲
酒
し
て
し
ま
う
毎
日
で
し
た
。

や
は
り
強
靭
な
精
神
力
が
必
要
と
さ
れ
る

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
16
年
間
の
プ
ロ
野
球
審
判
生
活
の

な
か
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
シ
ー
ン
が
初
球

審
の
他
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。ま

ず
最
初
が
球
史
に
残
る
珍
プ
レ
ー
で

す
。１

９
８
７
年
10
月
18
日
、
後
楽
園
球
場
の

最
終
戦
（
東
京
ド
ー
ム
完
成
の
前
年
）、
読
売

対
広
島
最
終
戦
で
私
は
左
翼
外
野
審
判
を
担

当
し
て
お
り
ま
し
た
。
４
回
裏
読
売
の
攻
撃
、

１
死
満
塁
、
打
者
は
吉
村
選
手
。
広
島
は
白

武
投
手
、
こ
こ
で
世
に
も
珍
し
い
プ
レ
ー
が

起
こ
っ
た
の
で
す
。
な
ん
と
カ
ウ
ン
ト
を
誤

り
、
４
ボ
ー
ル
２
ス
ト
ラ
イ
ク
か
ら
吉
村
選

手
は
左
翼
席
へ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
の
で

す
。
審
判
員
、
守
備
側
、
攻
撃
側
す
べ
て
の

人
が
気
が
つ
か
ず
、
但
し
二
人
だ
け
を
除
い

素
晴
ら
し
き
我
が
野
球
人
生

て
は
。
そ
の
日
一
人
が
私
で
し
た
。（
も
う

一
人
が
公
式
記
録
員
、
但
し
ス
タ
ン
ド
上
部

の
記
録
席
か
ら
現
場
審
判
に
は
伝
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
）
こ
と
の
発
端
は
４
ボ
ー

ル
２
ス
ト
ラ
イ
ク
で
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の

電
光
掲
示
板
は
３
ボ
ー
ル
２
ス
ト
ラ
イ
ク
と

誤
っ
た
表
記
で
し
た
。
私
も
一
瞬
「
あ
れ
」

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
左
翼
外
野
席
の
広
島

フ
ァ
ン
が
「
こ
ら
篠
宮
！
カ
ウ
ン
ト
間
違
っ

て
い
る
だ
ろ
！
」と
叫
ん
だ
の
で
す
。
え
っ
！

や
ば
い
！
球
審
ま
で
の
距
離
あ
る
し
、
ど

う
し
よ
う
と
思
っ
た
瞬
間
４
ボ
ー
ル
２
ス
ト

ラ
イ
ク
か
ら
打
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
結

局
吉
村
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
正
当
化
さ
れ

広
島
が
５
対
２
で
勝
ち
試
合
終
了
。
試
合
後

報
道
陣
が
押
し
寄
せ
緊
急
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

さ
す
が
の
私
も
真
実
を
言
え
ず
し
ま
い
で
し

た
。翌

日
は
な
ん
と
連
盟
事
務
所
へ
当
該
審
判

員
全
員
出
頭
命
令
。
リ
ー
グ
会
長
か
ら
戒
告

と
罰
金
が
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
安
月
給
の

私
に
は
と
て
も
辛
か
っ
た
！

そ
の
次
が
東
京
ド
ー
ム
が
完
成
し
た

１
９
８
８
年
読
売
対
ヤ
ク
ル
ト
の
試
合
で

起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
試
合
も
私
は
左
翼
外

野
審
判
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
読
売
は

西
本
投
手
、
打
者
は
ヤ
ク
ル
ト
角
選
手
、
角

選
手
の
放
っ
た
打
球
は
左
翼
フ
ェ
ン
ス
際
へ

飛
ん
で
き
ま
し
た
。
打
球
を
追
っ
て
近
く
ま

で
き
た
時
打
球
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
実
は
フ
ェ
ン
ス
際
の
お
客
様
が
捕
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
捕
ら
な
く
て
も

オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
し
た
と
判
断
し
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
宣
告
し
ま
し
た
。
抗
議
も
な
く
試
合

は
終
了
し
ま
し
た
が
、
報
道
陣
に
囲
ま
れ
そ

の
後
記
者
会
見
。

審
判
部
長
か
ら
は
余
計
な
事
を
言
う
な
、

と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
「
オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン
ス

と
見
ま
し
た
」
こ
の
一
言
だ
け
を
告
げ
ま
し

た
。帰

宅
し
ビ
デ
オ
を
見
る
と
、
お
客
様
の
手

が
フ
ェ
ン
ス
の
中
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

一
度
下
し
た
判
定
は
覆
る
事
は
あ
り
ま
せ

珍
プ
レ
ー
そ
の
１

珍
プ
レ
ー
そ
の
２
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加
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
の
仕
方
や

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

の
目
標
達
成
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に

創
意
工
夫
す
る
毎
日
で
す
。
幸
い
な
こ
と
に

わ
た
く
し
は
指
導
者
で
も
あ
り
な
が
ら
、
競

技
者
で
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
練
習
法
や
最

新
の
フ
ォ
ー
ム
に
自
分
自
身
が
競
技
者
と
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
結
果
が
出
る
か
を
試
し

て
い
ま
す
。
身
を
も
っ
て
試
し
た
結
果
を
も

と
に
そ
の
新
た
な
練
習
方
法
や
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
昨
年
も
日

本
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
た
自
分
自

身
の
成
果
を
存
分
に
指
導
へ
生
か
し
、
生
徒

の
皆
さ
ん
の
記
録
更
新
の
お
手
伝
い
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
し
て
「
水
泳
を
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
生
活
の
一
部
に
取
り
入
れ
て

ほ
し
い
！
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
水
泳
普
及
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
水
泳
指

導
だ
け
で
は
な
く
、
水
泳
大
会
を
運
営
し
て

い
き
ま
す
。

今
年
９
月
15
日
（
祝
）
に
千
葉
県
国
際
総

合
水
泳
場
（
Ｊ
Ｒ
新
習
志
野
駅
前
）
の
プ
ー

ル
を
お
借
り
し
て
「
第
１
回
千
葉
県
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
（
略
し
て
「
千
葉
チ
ャ
レ
！
」）

を
開
催
致
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
参

加
が
出
来
る
大
会
で
す
。
大
会
の
テ
ー
マ
は

『
み
ん
な
で
楽
し
く
泳
ぐ
！
』
で
す
。
個
人

種
目
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
レ
ー
種

目
も
準
備
し
ま
し
た
。
親
子
で
参
加
で
き
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
レ
ー
、
好
き
な
仲
間
で
参
加

で
き
る
チ
ー
ム
リ
レ
ー
な
ど
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
大

会
に
申
し
込
む
こ
と
で
「
頑
張
っ
て
練
習
し

な
く
て
は
！
」
と
目
標
が
出
来
る
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
わ
た
く
し
は
第
１
回
大

会
が
成
功
す
る
よ
う
に
懸
命
に
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
申
し
込
み
は
「
千
葉
チ
ャ
レ
！
」
か
ら

検
索
を
お
願
い
し
ま
す
（
お
申
込
み
期
限
は

７
月
23
日
（
水
）
で
す
）

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競
技
大
会
は
、
年
齢
区

分
ご
と
に
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
国
際
的
に

は
25
歳
か
ら
５
歳
ご
と
に
年
齢
が
区
分
さ
れ

ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
は
18
歳
以
上
か
ら

参
加
が
可
能
で
、
18
歳
か
ら
24
歳
区
分
、
25

歳
か
ら
29
歳
区
分
、
以
降
５
歳
ご
と
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
現
役
選
手
が
続
行
し
て
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
過
去
に
水
泳
競
技
者
で
あ
っ
た
リ
タ
ー

ン
ス
イ
マ
ー
や
大
人
に
な
っ
て
水
泳
を
始
め

た
ビ
ギ
ナ
ー
ス
イ
マ
ー
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に

目
標
を
設
定
し
自
分
の
能
力
に
応
じ
て
競
技

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
先
日
の
大
会
で
は

実
は
わ
た
く
し
、
中
学
、
高
校
と
水
泳
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
大
会
で
入
賞
す
る

よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全
国
大
会

に
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
水
泳
が
好
き
で
大
学
で
も
迷
わ
ず
水
泳

部
に
入
部
。
わ
た
く
し
は
２
部
生
で
し
た
の

で
、
朝
は
仕
事
、
昼
は
水
泳
の
練
習
、
夕
方

か
ら
は
大
学
の
講
義
と
忙
し
い
な
が
ら
も
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
で

は
体
育
会
水
泳
部
に
所
属
し
、
後
輩
、
先
輩

た
ち
と
日
々
練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
あ
り
が
た
い
こ
と
に
地
元
で
昼
休
み
に

プ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
練
習
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
プ
ー
ル

の
先
生
は
私
だ
け
の
た
め
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー

を
作
成
し
て
く
れ
、
毎
日
練
習
に
つ
き
合
っ

て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の
お
か
げ
で
大
学
３

年
生
の
夏
に
生
ま
れ
て
初
め
て
全
国
大
会

（
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
）
に
出
場
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
ご
指
導
い
た
だ

い
た
先
生
の
お
か
げ
で
水
泳
の
魅
力
と
泳
ぐ

楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
今
も
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
さ
ら
に
、
わ

た
く
し
が
入
部
し
た
１
年
生
の
時
は
関
東
大

学
４
部
リ
ー
グ
制
の
４
部
だ
っ
た
水
泳
部
も

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
切
磋
琢
磨
し
た
お

か
げ
で
４
部
優
勝
、
３
部
昇
格
と
結
果
を
出

し
、
卒
業
す
る
と
き
に
は
２
部
に
昇
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
後
輩
た
ち

の
活
躍
で
１
部
に
も
昇
格
し
て
い
ま
す
。（
現

在
は
３
部
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
水
泳
が
好

き
な
方
は
是
非
入
部
し
て
く
だ
さ
い
！
）

現
在
わ
た
く
し
は
、
大
学
時
代
に
水
泳
の 

魅
力
を
教
え
て
下
さ
っ
た
先
生
の
よ
う
な
楽

し
い
水
泳
指
導
を
し
た
い
と
日
々
現
場
で
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
80
歳
を
超
え

る
大
人
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
方
が
、
泳

げ
な
い
人
は
泳
げ
る
よ
う
に
、
泳
げ
る
人
は

よ
り
き
れ
い
に
よ
り
速
く
泳
げ
る
よ
う
に
と

︙
︙
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を
持
っ
て
練
習
に
参

１
０
０
歳
区
分
の
出
場
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
水
泳
は
ま
さ
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で

す
！い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
大
学
の
４
年
間
は

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
。
常
に
前
向
き
で
悔
い
の
残
ら
な
い
１
日

１
日
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
そ

の
行
動
を
見
て
、
あ
な
た
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て

く
れ
る
人
が
必
ず
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
感
謝
を
忘
れ
ず
に
一
歩
ず
つ
前
へ
！

水
泳
の
本
当
の
楽
し
さ
を

知
っ
た
大
学
時
代

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の

水
泳
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！

今
後
の
目
標
と
新
た
な
活
動

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
競
技
大
会
と
は

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ん
が
、
こ
の
時
程
自
分
の
目
を
疑
っ
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
す
べ
て
の
一
面
は

「
世
紀
の
ミ
ス
ジ
ャ
ッ
ジ
篠
宮
審
判
」
の
見

出
し
。
全
国
の
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
買
占
め
た

か
っ
た
で
す
！
（
笑
）

米
国
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
審
判
留
学
３
回
、

米
国
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
見
学
（
１
９
９
６

年
ヤ
ン
キ
ー
ス
対
ブ
レ
ー
ブ
ス
）、
キ
ュ
ー
バ

で
の
親
善
試
合
。（
広
島
対
キ
ュ
ー
バ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
）
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
の
調
整
試
合
担
当
等
の
貴
重
な
経
験

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
思
い
出
の
ほ
と
ん

ど
が
失
敗
談
で
す
。
で
も
私
は
野
球
の
最
高

峰
で
あ
る
プ
ロ
野
球
界
に
在
籍
で
き
た
こ
と

を
今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
地
元
で
少
年
達
と
楽
し
く
野
球
と

審
判
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
彼
ら
を
見
る
と

自
分
の
少
年
時
代
が
甦
っ
て
き
ま
す
。

今
本
当
に
野
球
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

私
に
と
っ
て
野
球
は
解
雇
時
を
除
け
ば
人

生
の
素
晴
ら
し
い
伴
侶
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
に
恩
返
し

を
し
た
く
、
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
審

判
、
レ
フ
リ
ィ
ー
を
心
か
ら
応
援
い
た
し
ま

す
。学

食
の
Ａ
ラ
ン
チ
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。

安
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
り
ま
し
た
！

ま
た
五
反
田
駅
前
の
「
心
」（
喫
茶
店
、
今

は
な
い
で
す
よ
ね
？
）に
毎
日
通
い
ま
し
た
。

大
学
来
な
い
友
人
も
こ
こ
に
は
来
て
い
ま

し
た
ね
。

目
標
、
好
き
な
事
、
夢
で
も
い
い
で
す
。

そ
れ
に
向
か
っ
て
精
一
杯
努
力
し
て
下
さ

い
。
必
ず
そ
の
成
果
は
報
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
活
動

大
学
時
代
の
思
い
出

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

2013年4月7日　日本マスターズ水泳短水路大会
で水泳協会会長賞に輝いた小森さん（愛媛県会場 
松山中央公園プールアクアパレットまつやまにて）

自身が競技者としてチャレンジした結果をもとに、新たな練習方法やテクニックを指導に反映

2013年5月26日　日本マスターズ水泳短水路大会にて
40歳区分で12秒94の日本新記録

水泳を通してみんなが元気で健康に！
小森康弘 さん

スイム一礼株式会社代表

文学部地理学科卒業

小森康弘（こもり　やすひろ）さん
1973 年 2 月生まれ。千葉県市川市出身。立正大学文学部地理学科卒業。在学中は体育会水泳部に所属。
卒業後は一般企業に就職。仕事をしながら水泳を続ける。
2004 年から千葉県代表として「国民体育大会」に出場。4 年連続入賞。2007 年にはマスターズ水泳の 50 ｍ平
泳ぎにおいて 30 歳区分世界ランキング 1 位。
５年前に大好きな水泳を教えることを仕事にしたいと前職を退職。子どもから大人まで水泳を通して健康回復、健
康維持をお手伝いする「スイム一礼（いちれい）株式会社」を設立。昨年年齢区分でタイムを競う＊マスターズ水
泳競技大会で 40 歳区分の 25 ｍ平泳ぎで日本記録を 6 回更新。現在 12 秒 94 の日本記録を保持。
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科目 当初予算 決算額 差異（当初予算額－決算額）
事業費 20,176,000 16,654,335 3,521,665
事務運営費 10,805,780 6,438,636 4,367,144
本部周年事業・定期総会積立金 0 0 0
予備費 39,946 0 39,946
橘積立金 2,000,000 2,000,000 0
支出計 33,021,726 25,092,971 7,928,755
繰越金 0 7,178,721 ▲ 7,178,721
合計 33,021,726 32,271,692 750,034

科目 当初予算 決算額 差異（当初予算額－決算額）
校友会構成団体助成費 24,500,000 24,500,000 0
在校生終身会費 0 0 0
事業収入 0 69,800 ▲ 69,800
預金利息金 150,000 92,166 57,834
寄付金・雑収入 1,300,000 538,000 762,000
収入計 25,950,000 25,199,966 750,034
前年度繰越金 7,071,726 7,071,726 0
合計 33,021,726 32,271,692 750,034

平成 25 年度立正大学同窓会収支決算報告書 （期間：平成 25 年 4月1日～平成 26 年 3月31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

▲印はマイナスの値を表す

事 業 活 動 摘 要

会　議

（1）定期総会（校友会主催講演会と協働連携開催）………………………
開催日：6 月 29 日（土）
会　場：講演会・総会  ：  大崎キャンパス石橋湛山記念講堂

懇親会　　　  ：  ゆうぽうと
内　容：［第 1 部］校友会主催講演会

［第 2 部］平成 25 年度定期総会
［第 3 部］懇親会

（2）代議員会……開催日  ：  5 月 18 日（土）、11 月 2 日（土）
（3）理　事　会……開催日  ：  4 月 20 日（土）、6 月 15 日（土）（臨時）

  7 月 20 日（土）、10 月 19 日（土）、平成 26 年 2 月 22 日（土）
（4）監　　査……開催日  ：  4 月 12 日（金）（平成 24 年度決算監査）

  12 月 3 日（火）（平成 25 年度中間監査）
（5）各種委員会等

1．総務委員会……………開催日：4 月 1 日（月）、平成 26 年 1 月 28 日（火）
2．財務委員会……………開催日：4 月 12 日（金）（監査対応）、

12 月 3 日（火）（監査対応）
3．広報委員会……………開催日：4 月 20 日（土）、6 月 15 日（土）
4．事業予算合同会議……開催日：平成 26 年 1 月 28 日（火）
5．総務 ･ 財務 ･ 広報正副委員長会議……開催日：4 月 20 日（土）
6．そ　の　他

同窓会運営・
交流促進

（1）代議員制による同窓会運営
（2）支部・学部同窓会助成
（3）支部・学部同窓会の総会・研修会・各種行事等の開催支援協力
（4）会員親睦・交流・活動への支援協力
（5）休会支部活動再開支援　
（6）支部同窓会地域連合制の検討
（7）会則・細則等の改正
（8）その他

大学・学園への
賛助と在校生支援

（1）大学・学園への賛助　　大学開校 140 周年記念事業賛助
（2）在校生支援（課外活動顕彰助成、校友会との名義協働連携事業によ

る学生支援、学生生活・就職支援を含む）
（3）その他

校友会との
協働連携事業

（1）校友の集い（ホームカミングデー）協働連携開催・運営協力
（2）校友会との協働連携事業による学生支援

（学園祭、課外活動、入学・卒業記念品、校友会奨学金 他）
＊経費の一部を同窓会が負担

（3）校友会・校友委員会の運営協働連携参加
（4）同窓会支部総会・橘父兄会父兄懇談会協働連携開催・運営協力
（5）その他

広報告知

（1）学園新聞の発送及び校友会報「たちばな」の制作と発送（年 4 回）
＊校友会との協働連携事業
＊学園新聞制作費は学園負担、発送費の一部は校友会負担、校友会

報「たちばな」制作・発送費は全額校友会負担
（2）ホームページ・facebook によるインターネット広報
（3）本部・支部・学部同窓会主催行事、クラブ・学部学科 OB/OG 会

などの開催支援と広報告知
（4）会員への各種情報提供サービス
（5）その他

会員情報の協働連携
利用

（1）個人情報の保護に関する法律および立正大学個人情報に関する規程
に基く会員情報の適切な収集・管理・運用

（2）新卒会員情報・既卒会員情報更新の大学・校友会 ･ 同窓会協働連携
利用（学園新聞・校友会報「たちばな」の発送及び支部・学部同窓
会事業・活動への会員データ提供 他）

（3）その他

平成 25 年度立正大学同窓会事業報告書 （期間：平成 25 年 4 月1日～平成 26 年 3月31日）

科目 H26 年度予算額 H25 年度予算額 差異（増加額）
校友会構成団体助成費 24,500,000 24,500,000 0
在校生終身会費 0 0 0
預金利息金 100,000 150,000 ▲ 50,000
寄付金・雑収入 100,000 1,300,000 ▲ 1,200,000
積立金取崩収入 10,000,000 0 10,000,000
収入計 34,700,000 25,950,000 8,750,000
前年度繰越金 7,178,721 7,071,726 106,995
合計 41,878,721 33,021,726 8,856,995

科目 H26 年度予算額 H25 年度予算額 差異（増加額）
事業費 28,568,400 20,176,000 8,392,400
事務運営費 9,583,490 10,805,780 ▲ 1,222,290
予備費 1,726,831 39,946 1,686,885
橘積立金 2,000,000 2,000,000 0
支出計 41,878,721 33,021,726 8,856,995
合計 41,878,721 33,021,726 8,856,995

平成 26 年度立正大学同窓会収支予算書 （期間：平成 26 年 4 月1日～平成 27 年 3 月 31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

▲印はマイナスの値を表す

事 業 摘 要

会　議

（1）定期総会（校友会主催講演会と協働連携開催）………………………
開催日：6 月 28 日（土）
会　場：講演会・総会  ：  熊谷キャンパスゲートプラザ 1101 教室

懇親会　　　  ：  学生食堂「ステラ」
内　容：［第 1 部］講演会　13：00 ～ 14：00

［第 2 部］平成 26 年度定期総会
（短大・保専同窓会と同時開催）
14：30 ～ 16：30

［第 3 部］合同懇親会　17：00 ～ 18：00
（2）代議員会……開催日  ：  5 月 17 日（土）
（3）理　事　会……開催日  ：  4 月 19 日（土）、7 月 19 日（土）

  10 月 18 日（土）、2 月 28 日（土）
（4）監　　査……開催日  ：  4 月 11 日（金）（平成 25 年度決算監査）

  11 月下旬（平成 26 年度中間監査）
（5）各種委員会等

1．総務委員会……………開催日：適時
2．財務委員会……………開催日：適時
3．広報委員会……………開催日：適時
4．事業予算合同会議……開催日：平成 27 年 1 月 27 日（火）
5．総務 ･ 財務 ･ 広報正副委員長会議……開催日：適時
6．事務局長会議……………開催日：5 月 10 日（土）、11 月 2 日（日）
7．そ　の　他……………開催日：適時

同窓会運営・
交流促進

（1）代議員制による同窓会運営
（2）支部・学部同窓会助成
（3）支部・学部同窓会の総会・研修会・各種行事等の開催支援協力
（4）会員親睦・交流・活動への支援協力
（5）休会支部活動再開支援　
（6）支部同窓会地域連合制の検討
（7）会則・細則等の改正
（8）その他

大学・学園への
賛助と在校生支援

（1）大学・学園への賛助　　大学開校 140 周年記念事業賛助
（2）在校生支援（課外活動顕彰助成、校友会との名義協働連携事業によ

る学生支援、学生生活・就職支援を含む）
（3）その他

校友会との
協働連携事業

（1）校友の集い（ホームカミングデー）協働連携開催・運営協力
（2）校友会との協働連携事業による学生支援

（学園祭、課外活動、入学・卒業記念品、校友会奨学金 他）
＊経費の一部を同窓会が負担

（3）校友会・校友委員会の運営協働連携参加
（4）同窓会支部総会・橘会保護者懇談会協働連携開催・運営協力
（5）その他

広報告知

（1）学園新聞の発送及び校友会報「たちばな」の制作と発送（年 4 回）
＊校友会との協働連携事業
＊学園新聞制作費は学園負担、発送費の一部は校友会負担、校友会

報「たちばな」制作・発送費は全額校友会負担
（2）ホームページ・facebook によるインターネット広報
（3）本部・支部・学部同窓会主催行事、クラブ・学部学科 OB/OG 会

などの開催支援と広報告知
（4）会員への各種情報提供サービス
（5）その他

会員情報の協働連携
利用

（1）個人情報の保護に関する法律および立正大学個人情報に関する規程
に基く会員情報の適切な収集・管理・運用

（2）新卒会員情報・既卒会員情報更新の大学・校友会 ･ 同窓会協働連携
利用（学園新聞・校友会報「たちばな」の発送及び支部・学部同窓
会事業・活動への会員データ提供 他）

（3）その他

平成 26 年度立正大学同窓会事業計画書 （期間：平成 26 年 4 月1日～平成 27 年 3月31日）

６
月
28
日
（
土
）
に
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
、
平
成
26
年
度
立
正
大
学
同
窓
会
定
期
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
報
告
の
詳
細
は
、
次
号
（
10
月
１

日
発
行
）
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

５
月
17
日
（
土
）
に
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

内
会
議
室
に
て
立
正
大
学
同
窓
会
代
議
員
会

５
月
10
日
（
土
）
に
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

内
会
議
室
に
て
立
正
大
学
同
窓
会
事
務
局
長

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
、
平
成
26

年
度
の
校
友
の
集
い

（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
）
に
向
け
て
ど

の
様
に
参
加
す
る
か

に
つ
い
て
話
し
合
い

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
平
成
25

年
度
事
業
報
告
案
、

収
支
決
算
書
案
、
平

成
26
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

大
学
同
窓
会
定
期
総
会
を
開
催

平
成
26
年
度

大
学
同
窓
会
代
議
員
会
を
開
催

平
成
26
年
度

大
学
同
窓
会
事
務
局
長
会
議
を
開
催

会　長●野坂法雄　
創　立●昭和35年（1960）
会員数●約13万人
　　　　〒141-8602  東京都品川区大崎4-2-16
電　話●03（3493）6673　
            http://alumni.rissho.jp/
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事
業
費

科目 当初予算 前年度予算額 増減
定期総会 70,000 87,800 ▲ 17,800
大学祭協力助成 50,000 32,700 17,000
研修会 30,000 75,000 ▲ 45,000
地方支部助成 110,000 266,000 ▲ 156,000

事
務
運
営
費

会議・委員会費 90,000 108,920 ▲ 18,900
旅費交通費 600,000 518,100 81,000
通信費 200,000 88,670 111,330
消耗品費 20,000 87,173 ▲ 67,000
雑費 30,000 31,305 ▲ 1,305
繰越金 0 55,723 ▲ 55,723

　　支出合計 1,200,000 1,352,044 ▲ 152,044

事

業

費

科目 当初予算 前年度予算額 増減 摘要

定期総会 100,000 70,000 30,000
定期総会運営費 50,000 円
懇親会 50 名1,000=50,000 円

（懇親会経費一部負担）
大学祭協力助成 30,000 50,000 ▲ 20,000 臨時出張所開設
研修会 100,000 30,000 70,000 部内外講師研修謝礼等　年 3 回
地方支部助成 200,000 1,100,000 90,000 全国 11支部、通信費、打合せ経費

事

務

運

営

費

会議・
委員会費 100,000 90,000 10,000

役員（6 名）年 1 回開催
地方支部代表者（11 名）年 1 回
会場費等関係費、昼食費

旅費交通費 550,000 600,000 ▲ 50,000

定期総会役員（6 名）
定期総会支部代表者（11 名）
役員会（6 名）×1 回
会計監査（2 名）　

通信費 140,000 200,000 ▲ 60,000 地方支部内役員、会員宛
消耗品費 100,000 20,000 800,000 文具・データ保存関連
雑費 15,773 30,000 ▲ 14,227 慶弔見舞等
予備費 20,000 0 20,000

　　支出合計 1,355,773 1,200,000 155,773

科目 当初予算 決算額 増減
校友会構成団体助成費 1,000,000 1,000,000 0
雑収入 0 40,000 40,000
会費 200,000 312,000 112,000
利息 0 44 44
収入合計 1,200,000 1,352,044 152,044

科目 当初予算 前年度予算額 増減 摘要
校友会構成団体助成費 1,000,000 1,000,000 0
預金利息 50 0 50

会費 300,000 200,000 100,000 150 名× 2,000 円（会費）＝
300,000 円

繰越金 55,723 0 55,723
収入合計 1,355,773 1,200,000 155,773

平成 25 年度立正大学郵政会収支決算書 （期間：平成 25 年 4 月1日～平成 26 年 3 月 31日）平成 26 年度立正大学郵政会収支予算 （期間：平成 26 年 4 月1日～平成 27 年 3 月 31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

事 業 摘 要

総会および会議

1．役員会（25.4.28）ゆーぽうと
2．全国郵便局長総会（25.5.18 ～ 19）新潟市
3．役員会、地方支部代表者会議、総会（25.6.28）立正大学会議室
4．四国地方支部総会（25.9.4）松山市
5．役員会（25.9.7）立正大学会議室
6．近畿地方支部総会（25.9.8）大阪市
7．東北地方支部総会（25.10.26 ～ 27）白石市
8．東京、関東合同地方支部総会（25.12.18）立正大学会議室

活性化および
交流促進

1．かんぽ生命保険事業研修会
　　（かんぽ生命副会長粟倉章仁氏招聘講座開設）
　　（26.2.22）立正大学会議室 

校友会参加・協力
1．大学祭臨時出張所開設支援
　　大崎郵便局支援要請（25.11.2）

広報活動
1．学園新聞への記事提供（2 回）
2．通信文化新報への記事提供（3 回）（郵政情報誌）

平成 25 年度立正大学郵政会活動報告 （期間：平成 25 年 4 月1日～平成 26 年 3 月 31日）

平成 26 年度立正大学郵政会事業計画 （期間：平成 26 年 4 月1日～平成 27 年 3 月 31日）

事 業 摘 要

総会および会議 1．全国定期総会開催　　　　　2．役員会議開催
3．地方支部代表者会議開催　　4．隣接地方支部合同会議開催

活性化および
交流促進

1．地方支部における活発な会議の運営と活性化
2．会員相互の研鑽、交流、親睦、活動の支援
3．各支部相互連携強化　　　　4．講演　研修会開催
5．郵政グループ各社との情報交換

大学への支援・協力 1．大学祭への参加・協力・助成
2．ホームカミングデー協力、助成

校友会参加・協力 1．全国総会参加支援・代議員会参加支援

広報活動 1．学園新聞・校友会報・同窓会報への記事提供
2．郵政関係誌への記事掲載依頼、協力

本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修

了
さ
れ
た
近
藤
榮
子
さ
ん
は
、
現
在
ネ
パ
ー

ル
の
子
供
た
ち
の
教
育
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

近
藤
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
立
正
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、

す
み
れ
幼
稚
園
・
渋
谷
女
子
高
等
学
校
・
大

田
区
立
中
学
校
等
で
講
師
を
さ
れ
、
定
年
退

職
後
に
、
日
本
語
を
教
え
る
た
め
に
北
京
・

上
海
に
渡
り
、
そ
こ
で
ネ
パ
ー
ル
か
ら
国
費

で
留
学
し
て
い
る
優
秀
な
学
生
た
ち
に
出
会

い
、
ネ
パ
ー
ル
に
活
動
拠
点
を
移
す
と
共

に
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
、
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
達
が
教
育
を
受

け
る
機
会
を
持
て
る
よ
う
「
ネ
パ
ー
ル
教
育

基
金
」
の
創
設
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ネ
パ
ー
ル
教
育
基
金
」
の
も
と
、

近
藤
さ
ん
の
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
、
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ

の
公
立
・
私
立
学
校
の
生
徒
に
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
る
な
ど
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
達
の
教
育

に
対
す
る
意
欲
を
高
め
、
地
域
社
会
の
発
展

推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
で
は
、近
藤
さ
ん
が
、ネ
パ
ー

ル
の
優
秀
な
学
生
さ
ん
の
保
証
人
と
な
り
、

日
本
へ
留
学
し
、
日
本
で
学
ぶ
ネ
パ
ー
ル
の

学
生
さ
ん
の
手
助
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
中
で
、
ネ
パ
ー
ル

の
子
供
達
の
事
を
日
本
で
広
く
知
っ
て
も
ら

う
働
き
と
し
て
、
全
国
各
地
で
ネ
パ
ー
ル
の

子
供
達
が
書
い
た
絵
画
の
展
示
や
講
演
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ネ
パ
ー
ル
の
子
供
達
に
愛

情
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
、
活
動
に
邁
進
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
学
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
は
、
で
き
な

い
と
思
わ
ず
、
や
り
た
い
こ
と
を
み
つ
け
た

ら
続
け
る
の
で
す
。
私
は
ネ
パ
ー
ル
に
出

会
っ
て
も
う
20
年
を
越
し
て
82
才
半
。

自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
事
が
人
と
違
っ

て
も
恐
れ
ず
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

自
分
の
可
能
性
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
不

可
能
を
可
能
に
す
る
努
力
を
。
自
己
の
拡
大

に
は
国
語
力
を
含
め
て
語
学
力
が
最
大
の
味

方
で
す
。

在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
生
の
活
動
紹
介

【 

ネ
パ
ー
ル
の
子
供
達
を
支
援
す
る
活
動
に
邁
進 

】

◆
本
学
Ｏ
Ｇ 

近
藤
榮
子
さ
ん
（
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
）

立
正
大
学
郵
政
会
は
、
昭
和
34
年
に
設
立
。

登
録
会
員
数
５
︐
０
０
０
名
。
卒
業
生
と
そ
の

郵
政
事
業
現
元
関
係
者
で
構
成
。

貧乏は人が活動するエネルギーを作り出すビタミン
剤になる。

やりたい事をみつけたら続ける。不可能を可能に
する努力を。

やりたいと思う事が人と違ったとしても、恐れずにチャレンジ
してほしい。学費を稼ぐために勉強し、奨学金を得ることが出来た。

立正大学郵政会
会　長●市川幹　
創　立●昭和34年（1959）　
登録会員数●5,000人
　　　　〒141-8602  東京都品川区大崎4-2-16
電　話●03（3493）6673
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科 目 H26 年度予算額 H25 年度予算額 予算差額 備 考
1 校友会構成団体助成費 20,000,000 20,000,000 0
2 過渡期補助費 0 5,684,440 5,684,440
3 懇談会参加費 800,000 1,000,000 ▲ 200,000 品川・熊谷懇談会参加費徴収
4 預金利息金 0 0 0
5 雑収入 100,000 300,000 ▲ 200,000
6 繰越金受入 531,981 0 531,981

合計 21,431,981 26,984,440 ▲ 5,552,459

平成 26 年度立正大学橘会予算書 （期間：平成 26 年 4 月1日～平成 27 年 3 月 31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲印はマイナスの値を表す　（単位：円）

科 目 H26 年度予算額 H25 年度予算額 予算差額 備 考

事
業
費

1

保護者懇談会費 9,300,000 16,071,740 ▲ 6,771,740
会場費 8,800,000 13,000,000 ▲ 4,200,000 12 会場開催
交通費 500,000 2,201,740 ▲ 1,701,740 橘会役員
保険費 0 70,000 ▲ 70,000
その他諸経費 0 800,000 ▲ 800,000

2
機関誌発行費 2,000,000 2,000,000 0
新聞発行費 2,000,000 2,000,000 0 会報作成・印刷

3 橘会奨励賞 300,000 3,000,000 0
4 福利厚生費 100,000 3,000,000 ▲ 200,000 退任役員記念品

小計 11,700,000 18,671,740 ▲ 6,971,740

事
務
運
営
費

5
会議費 600,000 1,300,000 ▲ 700,000
定期総会 400,000 300,000 100,000 懇親会費用
各種会議 200,000 100,000 ▲ 800,000 正副会長会議、常任理事理事会

6

交通費 800,000 1,200,000 ▲ 400,000
定期総会 400,000 300,000 100,000 役員交通費
各種会議 300,000 800,000 ▲ 500,000 正副会長会議、常任理事理事会、入学式、卒業式
アルバイト 100,000 100,000 0

7 人件費 1,000,000 1,500,000 ▲ 500,000
雑給 1,000,000 1,500,000 ▲ 500,000 アルバイト

8
通信費 1,600,000 2,542,700 ▲ 942,700
切手・葉書等 400,000 1,800,000 ▲ 1,400,000 切手・葉書・後納郵便等
懇談会案内・資料発送費 1,200,000 742,700 457,300 懇談会再案内発送、会議・懇談会資料発送等

9 事務管理費 100,000 600,000 ▲ 500,000
賃借料 100,000 600,000 ▲ 500,000 宛名印字機、封緘機各リース料

10

事務費 5,450,000 1,020,000 4,430,000

事務委託費 4,800,000 800,000 4,000,000
各種印刷物等 1,680,000、プライバシー保護シール 6
万枚 600,000、各保守料 250,000、アルバム・DVD
撮影・HP 委託 470,000、懇談会配布品作製 1,800,000

消耗品費 570,000 100,000 470,000 事務消耗品購入費 300,000、コピー機関連消耗品等 270,000
手数料他 30,000 60,000 ▲ 30,000 銀行振込手数料等
図書資料費 50,000 60,000 ▲ 10,000 新聞購読料

11 雑費 181,981 150,000 31,981
小計 9,731,981 8,312,700 1,419,281

支出合計 21,431,981 26,984,440 ▲ 5,552,459
12 予備費 0 0 0
13 繰越金 0 0 0

総合計 21,431,981 26,984,440 ▲ 5,552,459

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲印はマイナスの値を表す　（単位：円）

平成 26 年度立正大学橘会事業計画 （期間：平成 26 年 4 月1日～平成 27 年 3 月 31日）

平成 26 年度に実施を予定している主な事業は次のとおりである。
◆会務関係事業

（1）定期総会、常任理事会、理事会等諸会議及び各種会合の開催。
（2）保護者懇談会の開催及び運営。

期 日 開 催 地 対 象 地 域
6月 1日 （日） 郡山市 福島県・山形県・宮城県・栃木県
6月 15日 （日） 熊谷市（熊谷キャンパス） 学部別全都道府県／法学部・社会福祉学部・地球環境科学部
６月 22日 （日） 静岡市 静岡県・神奈川県・山梨県・岐阜県・愛知県
７月 6日 （日） 千葉市 千葉県・茨城県
8月 31日 （日） 盛岡市 岩手県・青森県・宮城県・秋田県
9月 7日 （日） 長野市 長野県・新潟県・山梨県・群馬県・静岡県
9月 27日 （土） 新潟市 新潟県・富山県・石川県・長野県・群馬県

10月 5日 （日） 横浜市 神奈川県・静岡県・千葉県
10月 12日 （日） 福岡市 福岡県・熊本県・長崎県・宮崎県・大分県・佐賀県・鹿児島県・沖縄県
10月 18日 （土） 神戸市 兵庫県・滋賀県・大阪府・京都府・奈良県・福井県・三重県・和歌山県・石川県
10月 19日 （日） 広島市 広島県・岡山県・山口県・鳥取県・島根県
11月 ９日 （日） 東京都（品川キャンパス） 学部別全都道府県／仏教学部・文学部・経済学部・経営学部・法学部・心理学部

（3）『橘だより』年４回発行。
（4）保護者懇談会用アルバムの撮影・作製。
（5）立正大学橘会奨励賞（第 19 回）の実施。

科 目 H25 年度予算額 H25 年度決算額 予算差額 備 考
1 校友会構成団体助成費 20,000,000 20,000,000 0
2 過渡期助成費 5,684,440 5,684,440 0
3 懇談会参加費 1,000,000 1,340,000 340,000 @2,000 × 670 名
4 父兄会費 0 450,000 450,000 @50,000 × 9 名
5 預金利息金 0 2,187 2,187
6 雑収入 300,000 86,000 ▲ 214,000 賛助会懇親会費等
7 繰越金受入 0 0 0

合計 26,984,440 27,562,627 578,187

平成 25 年度立正大学橘会決算書 （期間：平成 25 年 4 月1日～平成 26 年 3 月 31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲印はマイナスの値を表す　（単位：円）

科 目 H25 年度予算額 H25 年度予算額 差異（増加額） 備 考

事
業
費

1

父兄懇談会費 16,071,740 8,360,945 7,710,795
会場費 13,000,000 7,483,300 5,516,700 14 会場開催
交通費 2,201,740 732,480 1,469,260 橘会役員
保険費 70,000 0 70,000
その他諸経費 800,000 145,165 654,835 懇談会出席者配布品、連絡用プリペイド携帯、デジタルフォトアルバム

2 機関誌発行費 2,000,000 1,439,340 560,660
新聞発行費 2,000,000 1,439,340 560,660 会報作成・印刷

3 橘父兄会奨励賞 300,000 335,569 ▲ 35,569 副賞 260,000、楯 31,469、結果発表チラシ 44,100
4 福利厚生費 300,000 28,315 271,685 退任役員記念品

小計 18,671,740 10,164,169 8,507,571

事
務
運
営
費

5
会議費 1,300,000 529,182 770,818
定期総会 300,000 357,610 ▲ 57,610 懇親会費用
各種会議 1,000,000 171,572 828,428 正副・常任理事・理事会

6

交通費 1,200,000 359,920 840,080
定期総会 300,000 172,280 127,720 役員交通費
各種会議 800,000 132,160 667,840 正副・常任理事・理事会、入学式、卒業式
アルバイト 100,000 55,480 44,520

7 人件費 1,500,000 863,410 636,590
雑給 1,500,000 863,410 636,590 アルバイト

8
通信費 2,542,700 1,504,278 1,038,422
切手・電話料金他 1,800,000 374,773 1,425,227 切手・葉書・後納郵便・電話等
懇談会案内・資料発送費 742,700 1,129,505 ▲ 386,805 懇談会案内発送 10,000,000、会議・懇談会資料発送等 129,505

9 事務管理費 600,000 549,664 50,336
賃借料 600,000 549,664 50,336 パソコン、宛名印字機、封緘機各リース料

10

事務費 1,020,000 13,060,023 ▲ 12,040,023

事務委託費 800,000 12,567,488 ▲ 11,767,488
各 種 印 刷 物 等 1,805,751、 ア ル バ ム・DVD 撮 影・HP 委 託 460,800、 各 保 守 料
232,050、橘会 50 周年記念マーカーペン作製 3,388,000、懇談会配布品作製 1,799,962、
テント 40 台 4,200,000、懇談会・入学式バスターボリン旗作製 680,925

消耗品費 100,000 418,735 ▲ 318,735 事務消耗品購入費 103,652、ノートパソコン購入費 140,700、コピー機関連消耗品等 174,383
手数料他 60,000 26,700 33,300 銀行振込手数料等
図書資料費 60,000 47,100 12,900 新聞購読料

11 雑費 150,000 0 150,000
小計 8,312,700 16,866,477 ▲ 8,553,777

支出合計 26,984,440 27,030,646 ▲ 46,206
12 予備費 0 0 0
13 繰越金 0 531,981 ▲ 531,981

総合計 26,984,440 27,562,627 ▲ 578,187

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲印はマイナスの値を表す　（単位：円）

平成 25 年度立正大学橘会事業報告 （期間：平成 25 年 4 月1日～平成 26 年 3 月 31日）

平成 25 年度に実施した事業は次のとおりである。
◆会務関係事業

（1）定期総会平成 25 年 5 月 18 日（土）に大崎校舎（現品川キャンパス）にて開催。決算・予算、事業関係、会則、役員選出等の諸議案を原案通り承認可決した。
（2）正副会長会議 9 回、常任理事会 6 回、理事会 1 回、会計監査 2 回の開催。
（3）父兄懇談会の開催及び運営。

期 日 開 催 地 対 象 地 域
6月 2日 （日） 那覇市 沖縄県
6月 16日 （日） 熊谷市（熊谷キャンパス） 学部別全都道府県／法学部・社会福祉学部・地球環境科学部
６月 30日 （日） 岡山市 岡山県・兵庫県・鳥取県・島根県・広島県・徳島県・香川県・愛媛県・高知県
７月 6日 （日） 横浜市 神奈川県・静岡県・千葉県
７月 7日 （日） 静岡市 静岡県・神奈川県・山梨県・岐阜県・愛知県
7月 21日 （日） 宇都宮市 栃木県・福島県・茨城県・群馬県
8月 4日 （土） 長岡市 新潟県・富山県・石川県・長野県・群馬県
9月 1日 （日） 大阪市 大阪府・兵庫県・京都府・岡山県・奈良県・和歌山県・滋賀県・三重県・富山県・福井県
9月 7日 （日） 仙台市 宮城県・岩手県・山形県・福島県
9月 28日 （土） 山形市 山形県・秋田県・福島県・新潟県

10月 6日 （日） 札幌市 北海道・青森県
10月 13日 （日） 福岡市 福岡県・熊本県・長崎県・宮崎県・大分県・佐賀県・鹿児島県・山口県
10月 27日 （日） 千葉市 千葉県・茨城県
11月 10日 （日） 東京都（大崎キャンパス） 学部別全都道府県／仏教学部・文学部・経済学部・経営学部・心理学部

（4）『橘だより』年４回発行。
（5）父兄懇談会用アルバムの撮影・作製。
（6）立正大学橘会奨励賞（第 18 回）の実施。

（7）星霜祭、橘花祭へテント各 20 台贈呈。
（8）橘会 50 周年記念マーカーペン 3 本セット全学生へ贈呈。

平
成
26
年
５
月
24
日
の

橘
会
定
期
総
会
に
於
い
て

岩
渕
昌
之
前
会
長
の
後
を

引
継
ぎ
、
会
長
に
推
挙
い

た
だ
き
、
就
任
致
し
ま
し

立
正
大
学
橘
会
長
　
出
口
幸
祥

た
出
口
幸
祥
で
す
。
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

橘
会
は
、
子
供
た
ち
が
有
意
義
な
学
生
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
、
大
学
と
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、

保
護
者
の
立
場
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
学
や
学

生
生
活
の
情
報
を
保
護
者
の
皆
様
に
提
供
し
、

皆
様
か
ら
の
大
学
側
へ
の
要
望
を
伝
達
し
て
参

り
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
同
士
の
情
報
交
換

や
交
流
が
で
き
る
機
会
と
し
た
全
国
各
地
で
保

護
者
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
保
護

者
懇
談
会
は
会
員
の
皆
様
と
大
学
と
の
連
携
を

図
る
上
で
大
変
貴
重
な
活
動
で
、
最
も
重
点
を

置
い
て
い
る
事
業
で
す
。

今
年
度
も
６
月
か
ら
11
月
に
か
け
保
護
者
懇

談
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
場
所
は
、
郡
山
（
６
月

１
日
）・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
６
月
15
日
）・
静
岡

（
６
月
22
日
）・
千
葉
（
７
月
６
日
）・
盛
岡
（
８

月
31
日
）長
野（
９
月
７
日
）・
新
潟（
９
月
27
日
）・

横
浜
（
10
月
５
日
）・
福
岡
（
10
月
12
日
）・
神
戸

（
10
月
18
日
）・
広
島
（
10
月
19
日
）・
品
川
キ
ャ

ン
パ
ス
（
11
月
９
日
）
の
12
会
場
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
当
日
は
大
学
教
職
員
に
よ
る
「
大
学
の
近

況
」
等
の
説
明
に
加
え
、
毎
回
同
行
さ
れ
る
先
生

方
も
し
く
は
、地
元
の
卒
業
生
の
「
講
演
会
」、「
父

母
の
た
め
の
就
職
講
座
」
を
開
催
致
し
ま
す
。

特
に
「
父
母
の
た
め
の
就
職
講
座
」
で
は
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
力
の
も
と
、
親
と
し

て
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、
協
力
・
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
こ
と
は
何
か
等
、
就
職
活
動
に
関
す
る

動
向
・
指
導
方
針
・
就
職
状
況
を
説
明
致
し
ま

す
。
就
職
、
就
職
活
動
で
お
子
さ
ん
が
悩
ま
な
い

た
め
に
も
、
人
生
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
就
職

活
動
の
実
情
を
知
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
面
接
の
時
間
は
学
事
部
よ
り
用

意
さ
れ
た
成
績
・
各
種
資
料
を
も
と
に
学
業
・

学
生
生
活
に
つ
い
て
疑
問
、
各
種
制
度
の
内
容

等
を
直
接
先
生
に
質
問
で
き
る
場
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
軽
食
懇
親
会
で
は
同
じ
立
正
大
生
を

持
つ
保
護
者
の
皆
様
に
懇
親
・
情
報
交
換
の
場
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
立
正
大
生
の
保
護
者
同
士

が
交
流
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
か
と
存
じ
ま
す
。

保
護
者
懇
談
会
は
、
保
護
者
と
立
正
大
学
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
子
供
の
大
学
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

基
本
的
に
、
橘
会
は
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
保
護

者
の
立
場
か
ら
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
子
供
た
ち

が
希
望
す
る
形
で
社
会
へ
巣
立
っ
て
行
け
る
よ
う
に

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
、
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
へ
順
応
し
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
橘
会
と
し
て

も
、
支
援
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

様
々
な
形
で
皆
様
会
員
同
士
が
情
報
、
意
見
を
交
換

し
合
い
、
積
極
的
に
、
橘
会
へ
の
ご
参
加
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
し
て
、
私
か
ら
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

立
正
大
学
橘
会
常
任
理
事
　
徳
永
隆
憲

平
成
26
年
立
正
大
学
橘
父
兄
会
改
め
橘
会
の

総
会
は
、
立
正
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
の

移
転
に
よ
り
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ふ
さ
わ
し

い
施
設
と
し
て
改
修
さ
れ
、
新
装
と
な
っ
た
ス

ク
ー
ル
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
粧
い
を
備
え
た
立
正
大

学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
９
Ｂ
23
教
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
股
賑
を
極
め
る
ご
と
き
参
加
者
で
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
柳
下
副
会
長
の
司
会
進
行
の
も
と
岩

渕
会
長
よ
り
立
正
大
学
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
心

身
共
に
健
全
な
学
生
の
育
成
を
図
る
た
め
、
学
び

の
支
援
と
し
て
各
地
で
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
、

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
立
正
大
学
の

名
誉
を
高
め
た
団
体
、
個
人
に
た
い
し
橘
会
奨
励

賞
を
顕
彰
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
立
正
大
学
学
園
理
事
長
で
あ
る
古

河
良
晧
理
事
長
よ
り
６
０
６
校
の
私
立
大
学
の

中
に
あ
っ
て
、
本
学
の
特
性
を
生
か
し
建
学
の

精
神
で
あ
る
、
１
、
真
実
を
求
め
至
誠
を
捧
げ

よ
う
。
２
、
正
義
を
尊
び
邪
悪
を
除
こ
う
。
３
、

和
平
を
願
い
人
類
に
尽
そ
う
。
と
の
立
正
大
学

校
歌
に
歌
い
込
め
ら
れ
た
精
神
を
、
現
代
社
会

の
希
求
す
る
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
国

際
的
に
貢
献
で
き
る
力
量
の
育
成
こ
そ
『
立
正

安
国
論
』
よ
り
導
い
た
立
正
大
学
の
存
在
で
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
山
崎
和
海
学
長
の
ご
挨
拶
で
は
、
総

合
大
学
と
し
て
１
万
人
規
模
の
学
生
を
握
す
る

大
学
は
数
少
な
い
現
状
の
中
で
、
開
校
１
４
２

年
を
迎
え
た
本
校
で
は
、
硬
式
野
球
部
の
２
部

優
勝
、ア
ル
カ
ス
熊
谷（
女
子
ラ
グ
ビ
ー
部
）が
、

女
子
７
人
制
女
子
で
の
ラ
グ
ビ
ー
大
会
優
勝
に

よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
と
い
う
快

挙
も
あ
り
、
立
正
大
学
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
育
む「
真

実
・
正
義
・
和
平
」
の
理
念
の
建
学
の
精
神
の

息
吹
が
現
状
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
髙
橋
堯
英
副
学
長
よ
り
立
正
大
学
付

属
中
学
・
高
等
学
校
の
移
転
に
伴
う
施
設
の
改

修
に
つ
い
て
の
報
告
を
含
め
た
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
挨
拶
の
後
、
恒
例
の
橘
会
奨
励
賞
授
与
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
独

立
団
体
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
歌
唱
発
表
が
あ
り
、

歌
唱
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
一
幕
で

し
た
。

今
回
の
橘
会
奨
励
賞
の
各
賞
は
以
下
の
通
り

で
し
た
。

※
優
秀
賞　
独
立
団
体
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
藻
原
寺

主
催
「
オ
ラ
ト
リ
オ
日
蓮
上
人
」
再
演
）

※
優
秀
賞　

文
化
団
体
連
合
会
児
童
文
化
研
究

部
（
第
37
回
正
力
松
太
郎
特
別
賞
・
児
童
教

化
功
労
賞
）

※
選
考
委
員
会
特
別
賞　
佐
々
木
杏
人（
剣
道
部
）

※
選
考
委
員
会
特
別
賞　
黒
古
琴
菜
（
剣
道
部
）

さ
て
、
平
成
26
年
度
定
期
総
会
は
、
６
件
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
の
事
業
報

告
と
そ
れ
に
関
す
る
決
算
報
告
、
会
計
監
査
な
ら

び
に
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
、
そ
れ
に
伴
う
予

算
案
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
補
充
の
件
に
つ
い

て
も
同
様
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
個
人
役
員

の
終
年
を
迎
え
た
想
い
は
一
入
の
も
の
が
あ
り
、

改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

平
成
26
年
度

立
正
大
学
橘
会 

定
期
総
会
報
告

ご
挨
拶

会長●出口幸祥　創立●昭和39年（1964）　
会員数●約10,000人
〒141-8602  東京都品川区大崎4-2-16
電話●03（3493）6673
　立正大学（大学院含）在校生のご父母もしくは保証人
　の皆様を会員とする団体です。

立正大学橘会
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期日 開催地 対 象地域 会 場 住所

６月　１日（日） 郡山市 福島県・山形県
宮城県・栃木県

郡山
ビューホテル

〒963 ー 8004　
　　福島県郡山市中町 3 ー1
☎ 024 ー 924 ー1111

６月１５日（日） 熊谷市
学部別全都道府県
法学部・社会福祉学部
地球環境科学部

立正大学
熊谷キャンパス

〒360ー0161　埼玉県熊谷市万吉1700
☎048ー536ー6010
（問合先）☎03ー3493ー6673

６月２２日（日） 静岡市 静岡県・山梨県・岐阜県
愛知県・神奈川県

静岡グランド
ホテル中島屋

〒420 ー 0852
　　静岡県静岡市葵区紺屋町 3 ー10
☎ 054 ー 253 ー1151

７月　６日（日） 千葉市 千葉県・茨城県 ホテルニュー
オータニ幕張

〒261ー 0021　千葉県千葉市美浜区
　　ひび野２ー１２０ー３
☎ 043 ー 297 ー7777

８月３１日（日） 盛岡市 岩手県・青森県
宮城県・秋田県

ホテル
東日本盛岡

〒020 ー 0022
　　岩手県盛岡市大通り 3 ー 3 ー18
☎ 019 ー 625 ー 2131

９月　７日（日） 長野市 長野県・新潟県・山梨県
群馬県・静岡県 ホテル国際 21

〒 380 ー 0838
　　長野県長野市県町 576
☎ 026 ー 234 ー1506

９月２７日（土） 新潟市 新潟県・群馬県・富山県
石川県・長野県 新潟東急イン

〒950 ー 0901　
　　新潟県新潟市中央区弁天 1ー 2 ー 4
☎ 025 ー 243 ー 0109

１０月　５日（日） 横浜市 神奈川県・静岡県・千葉県 コンベンションルーム
ＡＰ横浜駅西口

〒 220 ー 0004　神奈川県横浜市西区
　　北幸 2 ー 6 ー1　横浜ＡＰビル４Ｆ
☎ 045 ー 411ー 5109

１０月１２日（日） 福岡市
福岡県・大分県・佐賀県
長崎県・熊本県・宮崎県
鹿児島県・沖縄県

ＴＫＰ博多駅前
シティセンター

〒812 ー 0011　福岡県福岡市博多区博多
　　駅前 3 ー 2 ー1　日本生命博多駅前ビル８階
☎ 092 ー 474 ー 5145

１０月１８日（土） 神戸市
兵庫県・滋賀県・大阪府
京都府・奈良県・福井県
三重県・和歌山県・石川県

チサンホテル
神戸

〒650 ー 0027　
　　兵庫県神戸市中央区中町通 2 ー 3 ー1
☎ 078 ー 341ー 8111

１０月１９日（日） 広島市 広島県・岡山県・山口県
鳥取県・島根県

広島
国際会議場

〒730ー0811　広島県広島市中区中島町
　　１ー５（平和記念公園内）
☎ 082 ー 242 ー7777

１１月　９日（日） 品川区
学部別全都道府県
仏教学部・文学部・経済学部
経営学部・法学部・心理学部

立正大学
品川キャンパス

〒141ー 8602　
　　東京都品川区大崎 4 ー 2 ー16
☎ 03 ー 3493 ー 6673

【 平成26年度 橘会保護者懇談会開催日程 】　※９月２７日（土）新潟会場は、同窓会新潟支部総会と合同開催

う
ご
ざ
い
ま
す
。
３
年
間
の
大
学
生
活
に
お

け
る
勉
学
と
、
幼
少
の
頃
か
ら
続
け
て
き
た

剣
道
と
の
文
武
両
道
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で

表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
剣
道
部
で
は
週
６
回
の
稽

古
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
学

業
と
の
両
立
を
図
る
た
め
、
決
し
て
長
い
時

間
を
稽
古
に
費
や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ど
れ
ほ
ど
質
を
高
め
て
も
、
他
の
大
学
と
の

練
習
量
に
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
、

自
分
の
授
業
の
合
間
に
知
人
の
道
場
を
借
り

て
、
稽
古
を
し
ま
し
た
。
時
間
割
が
自
由
に

組
め
る
大
学
だ
か
ら
こ
そ
実
行
で
き
た
方
法

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
品
川
区

民
ス
ポ
ー
ツ
秋
季
大
会
男
子
高
段
者
の
部
に

お
い
て
、
他
の
大
学
や
実
業
団
の
選
手
を
相
手

に
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
努
力

の
成
果
が
表
れ
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

私
の
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
部
の
目
標

に
倣
い
、
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
目
標
は
、
私
た
ち
現
役
部
員
の
み

な
ら
ず
、
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
の
悲
願
で
も
あ
り

の
お
手
伝
い
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寄
席
で
は
落
語
、
バ
イ
オ
リ
ン
漫
談
、

紙
切
り
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
表
現
方
法
は

異
な
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
同
じ
表
現
者
と
し
て

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
の
課
外
活
動
面
で
の
実
践
の
ひ
と
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
公
演
活
動
は
も
ち
ろ
ん
今
後

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
い
っ
た
社
会
貢
献

を
し
て
い
こ
う
と
計
画
中
で
す
。
こ
の
度
の

受
賞
を
受
け
ま
し
た
こ
と
を
胸
に
今
年
度
も

部
員
一
同
活
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

︿
文
化
団
体
連
合
会
﹀

児
童
文
化
研
究
部
部
長　
高
橋
梨
句

︿
独
立
団
体
﹀

立
正
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
部
長　
佐
々
木
崇
詞

こ
の
度
は
橘
会
奨
励
賞
の
優
秀
賞
と
い
う

素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
関

係
の
方
々
に
は

心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま

す
。立

正
大
学
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
は

１
９
５
５
年
４

月
に
創
立
さ
れ

た
立
正
大
学

男
声
合
唱
団

を
母
体
に
、

１
９
６
４
年
４

月
に
立
正
大
学

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
改
名
し
ま
し
た
。
現
在
は
混
声
合
唱
団
と

し
て
コ
ン
ク
ー
ル
や
合
唱
祭
に
積
極
的
に
参

加
し
、高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
１
月
に
行
っ
て
い
る
定
期
演
奏
会
は
今

年
度
で
第
50
回
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
平
成
25
年
10
月
６
日
千
葉
県
茂
原
市

民
会
館
、
10
月
19
日
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
オ
ラ
ト
リ
オ
日
蓮
聖

人
」
に
出
演
し
ま
し
た
。
オ
ラ
ト
リ
オ
と
は

聖
譚
曲
と
訳
さ
れ
、
立
正
大
学
の
根
源
で
あ

る
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
朗

読
・
独
唱
・
合
唱
・
太
鼓
で
一
時
間
半
に
渡

る
演
奏
で
壮
大
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。「
オ

ラ
ト
リ
オ
日
蓮
聖
人
」
は
藻
原
寺
独
自
主
催

で
藻
原
寺
第
二
世
、
六
老
僧
日
向
聖
人
第

七
百
遠
忌
報
恩
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
実
現

さ
れ
た
も
の
で
、
主
催
さ
れ
た
持
田
日
勇
貫

首
は
立
正
大
学
常
任
理
事
を
歴
任
さ
れ
、
共

演
し
た
寮
生
は
立
正
大
学
で
共
に
学
ぶ
学
生

で
あ
り
、
同
じ
舞
台
に
立
つ
こ
と
で
、
大
学

と
宗
門
と
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。
通
常
と
は
違
う
困
難
な
曲
を
日
々
練

習
に
励
み
成
果
を
残
せ
た
こ
と
に
技
術
的
な

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
仏
教
の
世
界
に
触

れ
る
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
受
賞
を
契
機
に
今
後
も
よ
り
一
層

日
々
の
練
習
に
励
み
、
立
正
大
学
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
月
24
日
（
土
）
に
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
し
ま
し
た
平
成
26
年
度
立
正
大
学
橘
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
第
18
回
立
正
大
学
橘

会
奨
励
賞
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
声
で
す
。

こ
の
度
は
数

あ
る
文
化
団
体

の
中
か
ら
児
童

文
化
研
究
部
が

橘
会
奨
励
賞
の

優
秀
賞
を
選

出
し
て
い
た
だ

き
、
た
い
へ
ん
光

栄
に
存
じ
ま
す
。

私
た
ち
児
童

文
化
研
究
部
は

年
間
を
通
じ
、

様
々
な
地
域
で

人
形
劇
や
工
作
遊
び
な
ど
の
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
プ
ロ
か
ら
学
生
団
体
ま
で
多
く
の

人
形
劇
団
が
集
う
池
袋
い
け
い
け
人
形
劇
祭

や
本
学
の
学
園
祭
と
い
っ
た
周
辺
地
域
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
、
毎
年
夏
期
休
暇
を
利
用
し

て
行
う
巡
回
公
演
は
他
県
の
小
学
校
へ
訪
問

し
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
山
梨

県
で
の
巡
回
公
演
で
は
、
公
演
後
に
子
ど
も

た
ち
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
頂
き
、
と
て
も
貴

重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た
熊
谷
青
年
会

議
所
主
催
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

や
老
人
ホ
ー
ム
で
の
夏
祭
り
、
紙
芝
居
朗
読

と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
台
本
も
手
作
り
で
人
形
劇
を

作
っ
て
い
る
た
め
、
作
成
過
程
に
苦
労
し
ま

す
。
そ
の
た
め
「
き
っ
と
誰
か
が
や
っ
て
く

れ
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
部

員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
役
割
意
識
を
持
つ

こ
と
で
以
前
よ
り
も
創
作
活
動
や
公
演
運
営

が
う
ま
く
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
度
で
児
童
文
化
研
究
部
は
創
部

１
０
０
年
を
迎
え
こ
の
祝
賀
会
に
は
、
約

３
５
０
人
の
卒
業
生
の
う
ち
１
０
０
名
を
超

え
る
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
現
役
生
と
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
繋
が
り
が
生

ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
今
年
度
５
月
に

は
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
、
活
動
依
頼
を
頂
き
寄
席

︿
剣
道
部
﹀

佐
々
木
杏
人
（
仏
教
学
部
４
年
）

こ
の
度
は
、
橘
会
奨

励
賞
に
お
い
て
、
選
考

委
員
会
特
別
賞
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

ま
す
。
手
間
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
ご
尽
力

し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や
先
輩
方
の
た
め
に

も
、
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
稽
古
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

勉
学
と
の
両
立
も
あ
っ
て
多
忙
で
は
あ
り

ま
す
が
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
い
ま

す
。
両
親
や
大
学
、
仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

︿
剣
道
部
﹀

黒
古
琴
菜
（
社
会
福
祉
学
部
２
年
）

こ
の
度
、
立
正
大
学

橘
会
奨
励
賞
に
お
い

て
、
選
考
委
員
会
特

別
賞
を
頂
き
ま
し
た
こ

優
秀
賞

優
秀
賞

と
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
大
学
生
活
に
お
い
て
、
毎
日
の
講
義

や
剣
道
の
稽
古
に
妥
協
せ
ず
、
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
剣

道
を
始
め
た
中
学
生
の
時
か
ら
続
け
て
い
る

こ
と
で
す
。

稽
古
に
お
い
て
は
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら

の
部
活
動
の
他
に
、
学
外
の
道
場
へ
通
っ
て

稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
単
に
稽
古
を
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
日
の
稽
古
で
自
分
が
気
に

な
っ
た
事
や
、
試
合
の
結
果
な
ど
ノ
ー
ト
に

書
き
残
し
、
次
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
中
学
生
の
時
か
ら

継
続
し
て
い
ま
す
。

剣
道
を
中
学
か
ら
始
め
、
初
め
て
剣
道
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
は
、
立
正
大
学
の

Ｏ
Ｂ
で
、
そ
の
恩
師
の
教
え
や
指
導
が
あ

り
、
私
も
恩
師
の
よ
う
な
教
員
に
な
り
た
い

と
思
い
、
立
正
大
学
へ
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
、
品
川
区
民
大
会
で
優
勝
で
き
、

選
考
委
員
会
特
別
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
け
た

の
は
、
そ
の
恩
師
の
教
え
や
日
々
の
継
続
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
賞
に
選
ん
で
頂
け
た
と
い
う
事

は
、
私
に
と
っ
て
も
自
信
に
繋
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
文
武
両
道
」
に
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
立
正
大
学
学
園
理
事
長
で
あ
る
古

河
良
晧
理
事
長
よ
り
６
０
６
校
の
私
立
大
学
の

中
に
あ
っ
て
、
本
学
の
特
性
を
生
か
し
建
学
の

精
神
で
あ
る
、
１
、
真
実
を
求
め
至
誠
を
捧
げ

よ
う
。
２
、
正
義
を
尊
び
邪
悪
を
除
こ
う
。
３
、

和
平
を
願
い
人
類
に
尽
そ
う
。
と
の
立
正
大
学

校
歌
に
歌
い
込
め
ら
れ
た
精
神
を
、
現
代
社
会

の
希
求
す
る
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
国

際
的
に
貢
献
で
き
る
力
量
の
育
成
こ
そ
『
立
正

安
国
論
』
よ
り
導
い
た
立
正
大
学
の
存
在
で
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
山
崎
和
海
学
長
の
ご
挨
拶
で
は
、
総

合
大
学
と
し
て
１
万
人
規
模
の
学
生
を
握
す
る

大
学
は
数
少
な
い
現
状
の
中
で
、
開
校
１
４
２

年
を
迎
え
た
本
校
で
は
、
硬
式
野
球
部
の
２
部

優
勝
、ア
ル
カ
ス
熊
谷（
女
子
ラ
グ
ビ
ー
部
）が
、

女
子
７
人
制
女
子
で
の
ラ
グ
ビ
ー
大
会
優
勝
に

よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
す
と
い
う
快

挙
も
あ
り
、
立
正
大
学
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

る「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
育
む「
真

実
・
正
義
・
和
平
」
の
理
念
の
建
学
の
精
神
の

息
吹
が
現
状
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
髙
橋
堯
英
副
学
長
よ
り
立
正
大
学
付

属
中
学
・
高
等
学
校
の
移
転
に
伴
う
施
設
の
改

修
に
つ
い
て
の
報
告
を
含
め
た
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
挨
拶
の
後
、
恒
例
の
橘
会
奨
励
賞
授
与
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
独

立
団
体
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
歌
唱
発
表
が
あ
り
、

歌
唱
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
一
幕
で

し
た
。

今
回
の
橘
会
奨
励
賞
の
各
賞
は
以
下
の
通
り

で
し
た
。

※
優
秀
賞　
独
立
団
体
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
藻
原
寺

主
催
「
オ
ラ
ト
リ
オ
日
蓮
上
人
」
再
演
）

※
優
秀
賞　

文
化
団
体
連
合
会
児
童
文
化
研
究

部
（
第
37
回
正
力
松
太
郎
特
別
賞
・
児
童
教

化
功
労
賞
）

※
選
考
委
員
会
特
別
賞　
佐
々
木
杏
人（
剣
道
部
）

※
選
考
委
員
会
特
別
賞　
黒
古
琴
菜
（
剣
道
部
）

さ
て
、
平
成
26
年
度
定
期
総
会
は
、
６
件
の
議

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
の
事
業
報

告
と
そ
れ
に
関
す
る
決
算
報
告
、
会
計
監
査
な
ら

び
に
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
、
そ
れ
に
伴
う
予

算
案
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
補
充
の
件
に
つ
い

て
も
同
様
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
個
人
役
員

の
終
年
を
迎
え
た
想
い
は
一
入
の
も
の
が
あ
り
、

改
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

優
秀
賞

優
秀
賞

選
考
委
員
会
特
別
賞

選
考
委
員
会
特
別
賞

選
考
委
員
会
特
別
賞

選
考
委
員
会
特
別
賞

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

受
賞
者
の
声

橘 会
奨励賞

第18 回

No.22 2014.7.1G



◆支部長：
　手嶋眞人氏
　（S36経済卒）
◆ 5 月 17 日
　（土）五反田
　ゆうぽうと
◆参加者：21名

●同窓会支部総会開催案内
【栃木県】
◆支部長：大川清孝氏（S42 仏宗卒）
◆ 7 月 27 日（日）宇都宮市：宇都宮東武ホテルグランデ
◆講演会・総会 問事務局長：齋藤順昭氏
☎ 028（622）3140

●学部同窓会開催案内
【文学部】日本文化散策行事
◆会長：西岡勇治氏（S55 修士社会修了）
◆９月１３日（土）雨天決行　◆ 10：00 集合：ＪＲ総武
線「千駄ヶ谷駅」改札口　◆ 15：00 解散予定：ＪＲ新
宿駅東口　◆会費（昼食代）2,500 円 問文学部同窓会
長西岡勇治氏☎ 03（3733）5241

【社会福祉学部】
◆会長：黒米聖氏（H18 社福人間卒）

平成 27 年で社会福祉学部設立 20 周年となります。
設立 20 周年に伴い、社会福祉学部大同窓会（名称仮）
の開催を予定しております。詳細は今後発表しますので
ご期待ください。　　　社会福祉学部同窓会理事一同

●同窓会支部総会開催報告
【東京都】＊経済学部同窓会と合同

教職員訃報

名誉教授

元文学部教授

元付属中高職員

中村 禎 里 氏
大 塚　巌 氏
山崎 信之 氏

（平成２６年３月１３日　逝去）

（平成２６年３月２２日　逝去）

（平成２６年５月２３日　逝去）

謹んで哀悼の意を表します

【 平成２６年３月～平成２６年５月 】

IN FORMAT ION

校友会会員情報について
ご登録を頂いております、お名前・ご住所・電話番号・勤務先等にご変
更および訂正がございましたら下記までご連絡下さい。

２０１4年度校友会費B
（卒業生・現元教職員等会費）のご案内

熊谷キャンパスアカデミックキューブ

◆校友会会員番号（校友会報・学園新聞宛名ラベルの番号）
◆メールアドレス ◆勤務先または職業
◆氏名 ◆ご住所 ◆電話番号

変更届の内容

お知らせください
◆卒業生の活動情報やクラブ・サークルOB／OG会開催、
卒業生のお店紹介等卒業生の活動に関する情報がござい
ましたら上記お問い合せまでご連絡ください。

お問い合せ・お届け先
立正大学学長室校友課

☎ ＦＡＸ：０３（３４９３）６６７３ ０３（３４９３）９０６８
〒１４１－８６０２ 東京都品川区大崎４－２－１６

■専用用紙は立正大学校友会ホームページ
からダウンロードできます。（http://alumni.rissho.jp/）

Email：alu@ris.ac.jp

昨年度は校友会費Ｂ（3,000円）に約1,785件・535万円のご協力

を賜りました。皆様のご協力に深く御礼申し上げます。

ご協力頂きました会費は校友会奨学金、入学記念品、卒業記念品、

課外活動助成金等の在校生支援事業および卒業生交流会費用や会報

等発送に関する校友会運営費に充当させて頂きます。

同封の専用振込用紙にてゆうちょ銀行よりお振込くださいますよう

お願い申しあげます。

開催レポート

イベント情報

◆支部長：
　星紀之氏（S41 経済卒）
◆ 6 月 7 日（土）
　仙台市：ホテル白萩
◆参加者：12 名

【埼玉県】
◆支部長：市川幹氏（S38 経済卒）
◆ 6 月 7 日（土）草加市：草加市谷塚南ミニコミュニティ

　センター
◆講演会：「自治体のアウトソーシングについて」
　谷口郁子氏（「住民と自治」編集部勤務・立正大学文学
　部卒業）

【静岡県】
◆支部長：石上良秀氏（S47 仏宗卒）
◆ 6 月14 日（土）静岡市葵区：茄子の花「無庵」
◆講演会：「古事記～出雲の神と出雲神話～」
　立正大学文学部教授 三浦佑之氏

【山梨県】
◆支部長：山田厚氏（S50 文史卒）
◆ 6 月 21日（土）甲府市：ベルクラシック甲府
◆講演会：「富士山の考古学」
　立正大学名誉教授 坂誥秀一氏

●同窓会学部総会
【経済学部総会】＊東京都支部との合同開催
◆学部会長：三澤金一郎氏（S38 経済卒）
◆ 5 月17 日（土）五反田ゆうぽうと
◆参加者：21 名

【経営学部同窓会】
◆学部会長：吉浜邦夫氏（S47 経営卒）
◆ 5 月17 日（土）品川キャンパス第 5 会議室
◆参加者：24 名

【文学部同窓会】
◆学部会長：西岡勇治氏（S55 修士社会修了）
◆ 5 月 31日（土）品川キャンパス第７会議室
◆講演会：多田そうべい氏（元：殿さまキングスメンバー・
　骨髄バンク支援 NPO 法人「命のつどい」理事長）

【仏教学部同窓会】
◆学部会長：北原輝信氏（S61 仏宗卒）
◆ 6月27日（金）熊谷市：キングアンバサーダーホテル熊谷

●同窓会東京都支部・経済学部同窓会合同研修会

4 月 26 日（土）に東京都支部同窓会と経済学部同窓会
合同による『春の東京散策』と称した研修会を開催いた
しました。
当日は 38 名の方にご参加をいただき、北千住駅に集合
し、貸し切りの屋形船にて水上から春の東京を楽しみま
した。

◆古川史典さん（文学部卒業）
　卒業生の古川史典さん（S46 年文学部
地理学科卒）がヒマラヤ・チェルシー最東
峰登頂とトレッキング遠征されました。
　古川さんが所属されている公益社団法人

　1997 年にプロ野球審判員を引退したのちも、公益
社団法人全国野球振興会審判技術委員をはじめ、幅広く
活躍されている篠宮氏。そんな氏が審判員の知られざる
日常を描いた本書は「これを読めば、野球がもっと楽しく
なっちゃう！」。（B 面掲載の「立正人」インタビュー記事
もぜひご覧ください）。

　木立随学名誉教授は、このたび、日蓮宗北米開教百周
年記念出版として『米国の地政学上よりみたる法華経成
立の断面』（289 頁）を本郷赤門前の山喜房佛書林よ
り刊行した。氏は立正大学仏教学部宗学科卒業の翌年、
1957 年 3 月、米国開教師として渡米。マルトノマ大学
教養学部を卒業後、1963 年、米国西海岸の名門校、オ
レゴン州ポートランドのルイス & クラーク大学、外国文
学語日本語学科創設主任教授に就任。ウラメット大、リ
ンフェルド大、ポートランド・コミュニテイ大等の日本語
学科創設にかかわり、各大学の客員教授をつとめた。そ
の間、開教師として活躍。現在、「みのり会」主管。奥方
は市川市の本山・弘法寺貫主の長女で、「草月流」師範
として活躍している。
　本書は『米国の地政学研究を契機とする法華経』成立
の歴史的背景の考究である。米国社会は、大正年代にも
日本研究に関心を寄せたが、第二次大戦後、なぜ「ジャ
パン・アズ・Ｎｏ .１」であるのかという関心からアジア研
究・日本研究が盛んとなった。日本から東京大学の中村元・
宮本正尊教授らが招聘されたのにも、そのような背景が
ある。木立師は米国在住の教授として、これら学者から
刺激を受け、関連の考究をつづけた。
　本書の第 1 章は、漢訳『法華経』のルーツをシルクロー
ド・中国の歴史に尋ね、第 2 章で、それらの詳細を追究
する。第 3 章は、漢訳『正法華経』『妙法蓮華経』『添品
妙法蓮華経』に三種の漢訳教典にみられる黄金七宝世界
の背景を米国地政学研究の成果から考究。第 4 章は、古
代シルクロード・タクラマカン砂漠の人々、第 5 章は、東
西文明融合の黄金社会基盤に『法華経』成立の基盤を探
る。第 6 章から第 10 章は以上の延長上に『法華経』伝
播の諸相を考究する。同窓の一人として、米国で続けた
考究に敬意を表したい。

（文：立正大学名誉教授　渡邊寶陽）

【福岡県】
◆支部長：二宮実氏（S47 文地卒）
◆ 5 月17 日（土）ホテルセントラーザ博多

【神奈川県】
◆支部長：小櫃健一氏（S31 修士社会修了）
◆ 5 月 24 日（土）ＪＲ新新田駅西口『パレド・バルブ』

【福井県】
◆支部長：森恵司氏（S47 仏宗卒）
◆ 5 月 31日（土）ニューサンピア敦賀
◆講演会：「敦賀の歴史・文化財」
　中野拓郎氏 ( 敦賀市教　育委員会文化振興課係長 )

【宮城県】

日本山岳会埼玉支部の創立 5 周年記念として、ヒマラヤ・
チェルシー最東峰登頂とトレッキング遠征に隊長として

参加され、5 月
2 0 日 に 古 川
さ ん と 登 山 隊
マネージャーの
高 橋 努 氏 とト
レッキング隊の
松 本 敏 夫 氏 が
帰国報告に来校
されました。

BOOK & WORK  卒業生の書籍などの紹介
『誰も知らないプロ野球「審判」
　というお仕事』
　篠宮愼一
　（昭和 57 年仏教学部仏教学科卒業
　元 社団法人日本野球機構セントラル野球
　連盟審判員）

株式会社徳間書店
お問合せ（販売）☎ 048（451）5960
定価 650 円＋税

　日蓮宗北米開教百周年記念出版
『米国の地政学上よりみたる法華経
　成立の断面』
　木立随学
　（立正大学仏教学部宗学科卒業
　米国ルイス & クラーク名誉教授）

山喜房佛書林
お問合せ（販売）☎ 03（3811）5361
定価 7,500 円＋税

卒業生の活動情報
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